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3　Ratna Batara Muni/Hindun Anisah(2005)。疋田（2011）。
4　フィクフとは，「イスラーム法学」とも訳され，啓示の解釈を通じてアッラーの意図を知る知的営
為であり，この知的営為によて明らかにされた具体的な規定をも含む。
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求される場合は、1 人の夫が複婚をするための許可を裁判所は与えることがで
きる」（第 3 条 2 項）と複婚を許容したと同時に当該地域の宗教裁判所への申
請を義務付けた。③婚姻適齢は、出生率を上げるために男性 19 歳、女性 16 歳










































































































ア民法典 12 のルールによって補完されるという解釈が示されている 13。



























































　この憲法訴訟の申立人は、歌手のMochica （Hj.Aisyah Mochtar alias Machica） と
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婚姻法の第 2 条 2 項と「婚姻外で出生した子は、その母親およびその親族と民
法上の関係を有する」と規定した第 43 条 1 項が、有効な婚姻によって家族を
形成する権利を保障した 1945 年憲法第 28B条 1 項 19 と、子どもの権利を保障し





て婚姻法第 2 条 1 項によれば申立人の婚姻は有効である。
　ところが婚姻法第 2 条 2 項によれば、「それぞれの婚姻は、現行の法規則に
したがって登録」されなければならず、宗教事務所で登録していない申立人の
婚姻は有効ではない。さらに、この婚姻が有効でなければ、婚姻法 43 条 1 項
でその子どもは母親とその親族としか民事上の関係が生じず、出生証明書には、
父親のいない子どもとして記載されることになる。
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（２） 申立人が有する憲法上の権利







貞行為（zina）ではない。憲法第 28B条 1 項の規定に照らせば信仰規範により
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（４） 法の不確定性と権利侵害の因果関係







































28J条 2 項 23 によれば、憲法上の権利は他者の権利との調和のために制約を伴う
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・したがって憲法第 28Ｊ条 1 項・2 項、第 28Ｄ条 1 項には反しない。合法的
な婚姻をしていれば、これら憲法上の権利は満たされたのだから。
【国民議会の意見】
















用している。Putusan Mahakama Konstitusi Perkara Nomor12/PUU-V/2007 pp.97-98
インドネシアにおける婚外子の法的地位と権利






につき決定し、同決定は終極的なものになる」（第 24C条 1 項）。　
１． 「法律婚主義」 から 「血縁主義」 へ ： 憲法裁判所の法理














ていると主張する権利が第 28B 条１項、2 項、及び第 28D 条１項であり、その























































（３） 婚姻法第 43 条１項のあるべき解釈
　以上に基づくと、申立人の説明では「婚姻外で生まれた子は、母親とその親





　以上の説明に基づき、婚姻法第 2 条 2 項に関する申立て人の理由には法的根
拠はない。しかし、第 43 条 1 項は、その条文が、専門的科学技術やその他法
的な証拠に基づいて父親であると証明された男性との民事上の関係を消し去る
ことを意図している限りにおいて違憲である（条件付き違憲）。
　こうして、婚姻法の２つの条文のうち、婚姻法第 43 条の 2 項についての申
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立人の要求は受け入れられた。






































　申立人は、婚姻法第 2 条 2 項が憲法の第 28B条 2 項と第 28D条 1 項に反する
と言うが、憲法 28 条B2 項と 28 条D1 項によって保護されるべき子どもの権利は、






ると、婚姻法第 2 条 2 項の結果として申立人が憲法上不利益を受けたことには
ならない。もちろん、婚姻の有効性にとって絶対的条件と解釈されるなら申請
者の憲法上の権利が侵害されたともいえるが。
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の実施との解釈の調整をしなければならない。この様々な制約の実践が本当の
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　誰が両親かを知ることも含めて、インドネシアの「子ども保護法（2002 年法
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